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中学校社会科歴史的分野における

思考力を高める指導の工夫
－「考えつよシート」（思考支援ワークシート）を活用した授業を通して －

長期研修員 中島 剛

《研究の概要》

本研究は、中学校社会科の歴史的分野において、思考力を高めることをねらいとしたも

のである。具体的には、考える道筋を示した「考えつよシート」（思考支援ワークシート）

を活用し、歴史的事象に対する考え方が身に付けられるようにすることと、歴史的事象を

多面的・多角的にとらえられるようにすることの２点について、記述項目や内容を量と質

の面から分析・評価し、思考力の高まりを検証するものである。

キーワード 【社会ー中 歴史的分野 思考力 ワークシート 多面的・多角的】

Ⅰ 主題設定の理由

近年のＰＩＳＡ調査や全国学力調査における結

果から、日本の子どもたちの思考力の低下が教育

の今日的課題となっている。平成10年の学習指導

要領の改訂で、自ら学び自ら考える「生きる力」

の育成が強調されるようになり、今回の平成20年

の学習指導要領の改訂においても、「習得」「活

用」「探究」の三つの学習活動を通して、「確か

な学力」を基盤とした「生きる力」の育成がます

ます重要視されている。社会科もその流れの中で、

思考力の向上が強調されるようになっている。

群馬県でも、『平成21年度学校教育の指針』の

中で、「基礎的・基本的な知識、概念や技能の習

得」、「思考力、判断力、表現力の育成」が社会

科の指導の重点として挙げられ、本県社会科の課

題であることが明記されている。

協力校においても自分の考えをまとめていく方

法を身に付けさせたり、思考力を高める指導法を

考えていく必要性を強く感じている。それは、社

会科の授業で、生徒は一問一答式の問題には比較

的良く取り組む一方で、グラフや図、写真などの

資料を読解して自分の考えを表現するような課題

では、極端に取組が鈍くなる傾向が見られるから

である。

これらのことから、中学校社会科歴史的分野の

授業の中で、思考力を高める指導法について工夫

してみたいと考えた。思考力を高めるといっても、

授業の中で生徒に考えるよう指示したところで、

すぐに考えられるようになるものではない。生徒

にその「考え方」を身に付けさせて、思考経験を

重ねることで、初めて思考力を高めることができ

るものと考える。また、知識量に個人差があるた

め、知識を歴史の流れの中でうまく整理できず、

比較・関連させて考えることができない生徒も多

い。このことから、資料を読み取らせて知識を補

い、その知識を比較・関連させながら結合してい

く過程を工夫すれば、生徒個々の知識量の差に左

右されず、思考力が高められると考えた。

以上のことからワークシートを活用して、考え

る道筋を示すとともに、生徒が資料を読み取り、

比較・関連・判断・結合させて考えられるような

支援を工夫していく。さらに、歴史的事象に対す

る考え方を身に付け、歴史的事象を多面的・多角

的にとらえることができるように、思考経験を積

み重ねていく授業を展開していく。これらを行う

ことで、最終的に生徒の思考力を高めることがで

きると考え、本主題を設定した。

Ⅱ 研究のねらい

中学校社会科歴史的分野における学習の過程に

「考えつよシート」(思考支援ワークシート)を取

り入れることが、生徒の思考力を高めるのに有効

であることを授業実践を通して明らかにする。

Ⅲ 研究の見通し

１ 「考えつよシート」（思考支援ワークシート）にお

いて歴史的事象に対して比較・関連・判断・統合し

たことを表現させることにより、考え方が身に付く

課題を与え、既習知識と資料から読み取ったこ
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とを活用して、考える道筋を示した「考えつよシ

ート」（思考支援ワークシート）により比較・関

連させ、判断・統合したことを表現させる活動を

繰り返し行うことで考え方が身に付き、思考力が

高まるであろう。

２ 「考えつよシート」（思考支援シート）の段階的な

活用により、歴史的事象を多面的・多角的にとら

えられるようになる

「考えつよシート」（思考支援ワークシート）

において評価・判断させる項目を段階的に増やし

て、その項目を生徒が自分で考えるようにするこ

とで歴史的事象を多面的・多角的にとらえられる

ようになり、思考力が高まるであろう。

Ⅳ 研究の内容

１ 基本的な考え

(1) 思考力を高めるとは

思考力とは、『日本大百科全書』（小学館）に

よれば、「さまざまな概念を結合して判断し、さ

らに判断を結合して推理する力」である。この解

釈から、本研究では歴史的事象に関する知識を関

連させたり、比較・判断して出た答えを結合して

推理し、時代や歴史的事象をとらえる力を思考力

とする。この思考のパターンを繰り返す（思考経

験を重ねる）ことによって、思考方法を習得し、

多面的・多角的なとらえかたができるようになる

ことを思考力を高めると考える。

(2) 「考えつよシート」とは

このワークシートは、「考えを、つなげ、よみ

とれる、シート（用紙）」であることから、語呂

が良くなるように縮めて、「考えつよシート」と

名付けた。以後、本文中では「考えつよシート」

（思考支援ワークシート）は「考えつよシート」

と表記する。この「考えつよシート」は考え方を

身に付けさせるために、考える道筋を示したワー

クシートである。

思考方法は、小さい頃から思考を積み重ねて身

に付くものである。そのため、思考力には個人差

があり、一斉授業の中で課題を与え、考えさせる

場面では、その答えの出し方は多種多様になるこ

とが多い。また、考え方そのものが分からない生

徒も少なくない。そこで、思考方法をある程度パ

ターン化し、考える道筋を示してやることで、自

分の考えを整理し、まとめやすくした。

さらに、生徒が歴史的事象をいろいろな場面や

角度からとらえる力を伸ばすためには、繰り返し

評価・判断していく活動を行うことが必要とな

る。そこで、評価・判断させる項目を「考えつよ

シート」の中に作り、最初は教師が示し、その後

段階的に生徒が自分で考える項目を増やす。その

際、項目を生徒一人一人に考えさせることで、各

自の多面的・多角的な考えを見取りやすくした。

これらの二点から思考力を高められるようにす

るワークシートが「考えつよシート」である。

(3) 歴史的事象を多面的・多角的にとらえるとは

「中学校学習指導要領解説」(社会編)の中の「社

会科の目標及び内容」に記されている多面的・多

角的についての解釈は、「多面的・多角的の『多

面的』とは学習対象としている社会的事象が様々

な面をもっていること、『多角的』とはそうした

社会的事象を様々な角度から考察し理解すること

を意味している」とある。生徒は歴史的事象を多

面的・多角的にとらえる力が不十分であることか

ら、多面的・多角的にとらえる学習を意識的に取

り入れる必要があると考えた。歴史的事象から様

々な面を見いだし、または様々な立場で考える方

法を身に付け、今までと異なったとらえ方ができ

るようになることを、歴史的事象を多面的・多角

的にとらえると解釈する。

３ 研究構想図

図１は研究構想図である。

図１ 研究構想図
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４ 検証計画

研究の見通しに基づき、協力校の第１学年の２

クラス（1クラス39名、男18名女21名）で授業実

践を行い検証する。検証に当たっては２クラスの

生徒が記入した「考えつよシート」の結果から、

集団としての変容を分析する。また、個別には３

名の生徒を抽出し、その変容を分析する。

(1) 授業実践計画

教科 社会科（歴史的分野）

対象 第１学年 78名 （２クラス）

武士の台頭と鎌倉幕府

単元 東アジア世界とのかかわりと社会の変動

【中学校学習指導要領歴史的分野 (3)アイ】

期間
平成21年10月19日～11月11日

７時間×２クラス

(2) 検証の観点と方法

検証の観点 観点の説明 検証の方法

「考えつよシート」 課題を与え、既習知識と 「考えつよシート」の活用法について

において歴史的事象 資料から読み取れることを 説明する前の課題に対する記述内容と

に対して比較・関連・ 活用して、考える道筋を示 （「考えつよシート①」）、最後の授業で

見 判断・統合したことを した「考えつよシート」に の記述内容（「考えつよシート⑦」）を比

通 表現させることによ より、比較・関連させ、判 較して、その変容を見取るための評価基

し り、考え方が身に付 断・統合したことを表現さ 準を定める。そして、数値化することで

１ いたか。 せる活動を繰り返し行うこ より変容を客観的に評価できるようにし、

とは、考え方が身に付き、 そこから評価の分布がどのように変わっ

思考力を高めることに有効 たのか量的な変化をとらえる。また、記

であったか。 述内容の質的変容も見取る。

「考えつよシート」 「考えつよシート」にお 生徒が自分で考える評価・判断項目の

の段階的な活用によ いて評価・判断させる項目 数の増減を量的な面から見取る。また、

見 り、歴史的事象を多 を段階的に増やして、その 自分で考えた項目を最初に書いた「考え

通 面的・多角的にとらえ 項目を生徒が自分で考える つよシート④」と最後に書いた「考えつ

し られるようになった ようにすることは、歴史的 よシート⑦」とでは、歴史的事象を多面

２ か。 事象を多面的・多角的にと 的・多角的にとらえる力がどのように変

らえられるようになり、思 容したか、評価基準を定め記述内容を質

考力を高めることに有効で 的な面からも見取る。

あったか。

(3) 抽出生徒

検証においては、クラス全体の記述内容の変容

とともに、「考えつよシート」がどのような実態

の生徒の思考力を高めるのに有効なのかを検証す

るために、実態の異なる抽出生徒を３名決め、そ

の生徒らの変容を主に「考えつよシート」の記述

内容の変化から見取る。生徒の抽出規準および、

期待する生徒の姿は以下（表１）のとおりである。

表１ 生徒の抽出規準 （期待する生徒の姿）

生徒Ａ 生徒Ｂ 生徒Ｃ

歴史的分野への興味・関心は高く、 歴史的分野への興味・関心は普 歴史的分野への興味・関心はあま

知識も豊富である。また、自分の考 通で、基本的な歴史の知識もある り高くない。基本的な歴史的事象につ

えを適切に表現することができる。 が、自分の考えを表現することは得 いての知識も十分ではなく、自分の考

（歴史的事象を多面的・多角的にとら 意でない。 えを表現することも得意でない。

え、適切に評価・判断してより論理的 （歴史的事象を多面的・多角的にと （歴史的事象を少しでも多面的・多角

な文章表現ができるようになることを らえ、自分なりの考えを表現するこ 的にとらえることができるようになり、

期待したい） とができるようになることを期待した 短い文章でも自分の考えを表現できる

い） ようになることを期待したい）
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Ⅴ 研究授業実践

１ 指導計画

考える道筋を示した「考えつよシート」の活

用を通して、課題に対する考え方を身に付け、生

徒が自分で考える評価・判断項目を段階的に増や

していくことで、歴史的事象を多面的・多角的に

とらえられるようにし、生徒の思考力を高められ

るようにする。

実践した検証授業の指導計画（表２）を示す。

表２ 指導計画

過 時
学習活動 支援及び留意点

評価項目（評価方法）

程 間 ◆「おおむね満足できる」、◇「十分満足できる」状況

○武士の始まりについて知る。 ・武士の始まりを理解で 【思考・判断】（ワークシート）

きるように、時代の流 ◆課題について資料を基に考えようとしている。

○課題①「あなたがこの時代に生き れを簡潔に説明する。 ◇課題について資料を基に多面的・多角的に考えようとし

つ ているとしたら武士と貴族のどちら ・自分の考えを導き出す ている。

か １ を選びますか」について考える。 ために、資料を参照す 【資料活用の技能・表現】（ワークシート）

む るよう助言する。 ◆貴族・武士の生活の特徴を資料から読み取ることができ、

○「考えつよシート」の活用法に ・次時から扱う「考えつ ワークシートに自分の考えを表現している。

ついて知る。 よシート」の活用法を ◇貴族・武士の生活の特徴を資料から適切に読み取ること

説明する。 ができ、論理的に自分の考えをワークシートに表現して

いる。

○武士政権の確立から鎌倉幕府の ・各時間とも単元ごとに 【関心・意欲・態度】（観察・記録）

滅亡までを知り、資料を活用し つかませたい内容につ ◆武家政権の成立と、その後の政治・社会・文化の動きに

課題に対する自分の考えをまと いて簡潔に説明する。 関心をもち、意欲的に取り組もうとしている。

める。 ・各時間とも課題につい ◇武家政権が成立したことと、その後の政治、社会、文化

【各時間の課題】 て 資 料 を 提 示 し 、「 考 の動きに関心をもち、意欲的に自分なりの考えを追求し

②「平氏が滅ぼされないようにするた えつよシート」を活用 ようとしている。

めにあなたなら平清盛にどんなア して、自分の考えを整 【思考・判断】（ワークシート）

ドバイスをしますか」 理してまとめるよう助 ◆鎌倉幕府の成立とその後の政治・社会・文化の特色や社

言する。 会的な変動を資料を基に考えている。

③「あなたなら鎌倉と京都のどちらに ・「 考 え つ よ シ ー ト 」 で ◇鎌倉幕府の成立とその後の政治・社会・文化の特色や社

追 幕府を開きますか」 生徒が自分で評価・判 会的な変動を資料を基に、多面的・多角的に考えている。

求 ５ 断していく項目を増や 【資料活用の技能・表現】（ワークシート）

す ④「鎌倉時代に生きるとしたら武士と すことができるように ◆武家政権が成立したこととその後の政治・社会・文化の

る 農民のどちらがいいですか 」 歴史的事象についての 特色や変遷について、それに関する資料を選択・活用し、

見方、考え方を適宜助 自分の考えを表現している。

⑤「鎌倉仏教の宗派の中で、あなた 言する。 ◇武家政権が成立したこととその後の政治・社会・文化の

の考えに最も合うものを１つ選びな ・他の生徒のシートを実 特色や変遷について、それに関する資料を適切に選択・

さい」 物投影機で示すことで、 活用し、自分の考えを論理的に表現している。

他の生徒の記述を参考 【知識・理解】（ワークシート）

⑥「あなたが日本の武士なら元の軍 にし、多面的・多角的 ◆武家政権が成立したこととその後の政治・社会・文化の

勢に対してどう戦いますか」 な見方、考え方ができ 特色や変遷を理解し、東アジア世界とのかかわりに気付

るよう支援する。 いている。

○代表者の数名が自分の考えを実 ◇武家政権が成立したこととその後の政治・社会・文化の

物投影機により発表する。 特色や変遷を東アジア世界と関連させながら理解し、そ

の知識を身に付けている。

○鎌倉幕府の滅亡について知る。 ・鎌倉幕府の滅亡の様子 【思考・判断】（ワークシート）

を理解できるように、 ◆鎌倉幕府の滅亡の様子を社会的な変動の資料を基に、考

○課題⑦「鎌倉幕府が滅ぼされない 当時の流れを簡潔に説 えている。

ま ために、あなたなら幕府にどんな 明する。 ◇鎌倉幕府の滅亡の様子を社会的な変動の資料を基に、多

と １ アドバイスをしますか」について考 ・これまで活用してきた 面的・多角的に考えている。

め える。 「考えつよシート」の 【資料活用の技能・表現】（ワークシート）

る 手法を活用して自分の ◆鎌倉幕府の滅亡の様子を、関係する資料を選択・活用し、

考えをまとめることが 自分なりの考えを表現している。

できるように、助言す ◇鎌倉幕府の滅亡の様子について、関係する資料を適切に

る。 選択・活用し、自分の考えを論理的に表現している。

２ 授業実践の展開

指導計画に示したように、基本的な学習内容を

学ばせる授業を展開した後に、「考えつよシート」

を活用し、資料の読み取りを通して課題について

考えさせた。教師が課題を与え（次頁図２，Ⅰ）、

生徒が資料から読み取ったことと、身に付けてい

る知識を書き出し（次頁図２，Ⅱ）、それらの内

容を比較・判断させ（次頁図２，Ⅲ）、最後に書

き方のポイントを提示する支援を行い（次頁図２、

Ⅳ）、自分の考えをまとめて表現する活動を行う
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（図２，Ⅴ）。この活動を繰り返し６回行った。

（シートは７回活用したが、最初はこの形を示し

ていないため）また、歴史的事象を多面的・多角

的にとらえることができるよう、「考えつよシー

ト④」から生徒が思考・判断する項目を設定し（図

２，Ⅵ）、段階的にその数を増やしていき、最後

の「考えつよシート⑦」では項目を生徒にすべて

考えさせ、授業を展開した。また各授業の最後に、

自分の考えをしっかりとまとめ、さらに多面的・

多角的な見方ができた生徒の「考えつよシート」

を実物投影機で映した。これは、多面的・多角的

な見方がクラスのすべての生徒に浸透することを

ねらいとして行った支援である。

図２ 「考えつよシート④」（生徒が記述したもの）

Ⅵ

課
題
に
つ
い
て
、
生
徒
が
評
価
・

判
断
す
る
項
目
。

（
歴
史
的
事
象
を
多
面
的
・
多
角
的
に

と
ら
え
ら
れ
て
い
る
か
）

Ⅲ

比
較
・
判
断
さ
せ
る
小
項
目
。

Ⅳ 考えたことを論理的

に書けるよう、書き方

のポイントを示す。

Ⅴ 比較・関連・判断・結合したことをまとめて表現する部分。

（自分の考えを分かりやすくまとめる）

Ⅱ 既習知識や資料か

ら読み取ったことを

比較・関連させなが

ら書き出す。

Ⅰ 本時の課題。

Ⅵ 結果と考察

１ 「考えつよシート」において歴史的事象に対して

比較・関連・判断・統合したことを表現させることに

より、考え方が身に付いたか

(1) 全体の記述内容から

表３は、最初の授業で行った「考えつよシート

①」における、生徒が考えた記述内容と、最後の

授業で行った「考えつよシート⑦」において生徒

が課題に対して比較・関連・判断・結合した記述

内容（図２のⅤ）の変化の様子を評価ごとに割合

で表したものである。記述内容の変化を客観的に

見るため、次頁表４のように評価基準を設定し、

５段階評価で対象となる生徒の記述を評価した。

表３ 記述内容の変化の様子

評価 「考えつよシート①」 「考えつよシート⑦」

５ ５％ 19％△

４ 18％ 34％△

３ 40％ 26％▼

２ 18％ 15％▼

１ 19％ ６％▼

△増加が見られた場合 ▼減少が見られた場合

表３から「５」、「４」の高い評価を受けた生

徒の割合はそれぞれ14ポイント、16ポイントと増

加しており、逆に「３」、「２」、「１」の評価の
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生徒の割合はそれぞれ－14ポイント、－３ポイン

ト、－13ポイントの減少が認められた。

この結果から、継続的な「考えつよシート」の

活用により、どの段階の生徒においても記述内容

の向上が見られることが分かった。

表４ 生徒の記述に対する評価基準と評価ごとの生徒の記述例

評
内 容

生徒の記述例

価 （「考えつよシート⑦」から引用）

結論を明確に示し、その論拠と 私は幕府の政治のやり方を変えた方が良いとアドバイスします。なぜ

なる理由を複数挙げ、結論を論 なら、北条氏の宗家だけが力を握るのはずるいからです。それに、北条

５
理的にまとめあげている場合。 氏が独断で政治を行うのも不満の原因になるからです。もし、独断で政

治を行わずに、会議をして出した結論なら、みんな納得し、幕府にはむ

かう人はなくなると思います。だから私は政治のやり方を変えた方が

良いとアドバイスします。

その論拠となる理由を複数挙 鎌倉幕府は御家人達に色々な不満を与えて、さらに御恩と奉公の関

４ げ、結論をまとめあげている場 係で信頼を無くしてしまったかもしれない。御家人達のことも考えて、

合。 話し合ってから幕府は指示を出した方がいいと思った。

３
その論拠となる理由を挙げ、結 御家人に信頼されなくては、幕府が滅びる。だから、何かあげればよ

論をまとめた場合。 かったのでは。

２ 結論のみが書けている場合。 味方の御家人に、信頼された方がよかったと思う。

１ 何も書けなかった場合。 記述無し。

次に、「考えつよシート①」の各評価の生徒数

（最初の人数）のうち、「考えつよシート⑦」の

各評価の段階で評価が上がった生徒数とその割合

を表した。（表５）

表５ 評価が上がった生徒の割合

最初の評価 １ ２ ３ ４

上がった生徒の割合 83% 36% 45% 50%

上がった人数／
10/12 5/14 13/29 7/14

最初の人数

表５では「２」、「３」、「４」の各評価の評価

が上がった生徒の割合は36％、45％、50％とほぼ

同じ程度であるが、「１」であった生徒の評価が

上がった割合は83％と大変高い割合を示した。自

分の考えを記述することが苦手な生徒に「考えつ

よシート」を活用して歴史的事象を比較・関連・

判断・結合させる活動を行わせ、継続して「考え

つよシート」活用することで、それまで身に付い

ていなかった考え方が身に付くようになり、その

結果として特に大きな効果が見られたものと考え

る。

また、「考えつよシート①」の生徒のまとめの

記述には、箇条書きが多く見られ、文章として論

理的に記述することができていない生徒が目立っ

ていた。しかし、「考えつよシート⑦」では継続

的な「考えつよシート」の活用によって、大半の

生徒が考えを比較・関連・判断・結合させ、まと

めの欄に自分の考えを記入することができるよう

になっていた。

これらの結果から、「考えつよシート」を繰り

返し活用することによって、それぞれの評価段階

の大半の生徒が課題に対する考え方が身に付き、

自分の考えが表現できるようになったことが明ら

かになった。特に、自分の考えを記述することが

苦手な生徒には著しい変容が見られ、効果がある

ことが分かった。

(2) 抽出生徒の記述内容から

生徒Ａ、Ｂ、Ｃの具体的記述内容の変容につい

ての検証結果は次のようであった。〔最初の課題

「あなたがこの時代に生きているとしたら、武士

と貴族のどちらを選びますか」（考えつよシート

①）と最後の課題「鎌倉幕府が滅ぼされないため

に、あなたなら幕府にどんなアドバイスをします

か」（考えつよシート⑦）について、生徒が書い

たまとめを比較したものを次頁表６に提示〕

最初の課題に対するまとめは、資料から読み取

った内容について、考えたことを思いつくままに

用紙に書き表したものである。したがって全般的

に書く内容も少なく、考えを比較・関連・判断・

結合させるまではいかずに箇条書きで記述してい

る生徒も多かった。
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次頁表６の生徒Ａのまとめを見ると、「考えつ

よシート①」では、提示された資料を活用し、そ

れなりにまとめてはいる。しかし、頭の中で思い

ついた内容を箇条書きで表しているように見られ

る。ところが、「考えつよシート⑦」では、資料

から読み取った内容をそれぞれ結合させて、論理

的な形で表すことができるようになっている。「考

えつよシート②」以降に、考えたことをどのよう

に書き表せばよいか、そのまとめ方を「書き方の

ポイント」として載せ（図２，Ⅳ）、それに沿っ

て自分の考えを記入できるように「考えつよシー

ト⑥」まで繰り返し行ってきた（「考えつよシー

ト⑦」では支援をしていない）。その結果、最初

に自分の結論を書き、その後結論の論拠となる説

明を書いていくという方法が身に付き、論理的な

分かりやすい内容の文章に書き表していくことが

できたものと思われる。

表６ 抽出生徒のまとめの記述の比較

抽出生徒の「考えつよシート①」のまとめ 抽出生徒の「考えつよシート⑦」のまとめ

【武士を選択】 私はもっと民衆、御家人の意見をもっと聞いてあ

貴族は毎日、何枚も着物を着 ればよかったのじゃないかと思いました。まるで前の

なくてはいけなくて、身動きが 平氏のように独断で政治をやり始めたのが一番ダメ

とりにくそうだったので、武士の だと思いました。次に、せっかく頼朝が築いた御恩と

生 方が普段の生活は楽しそうだっ 奉公の関係を崩してしまったのは、御家人にとって大

徒 たから。それに、貴族だと、一日 きな不満だったと思います。御家人のために「永仁の

Ａ にすることがきめこまかに決め 徳政令」を出して考えてはいるのだろうけれど、もう

てあってきゅうくつそうだし、貴 少し御家人の立場になって考えれば良かったと思い

族の仕事は政治関係で難しそう ました。そして、まわりへのふるまいも遊んでいると

だし、田、畑の仕事や武芸のけ ころを見られないようにもっと真剣に政治にとりくめ

いこはしてみたいからです。 ば滅びなかったのではないかと思いました。

恩賞を与えられるように考えて与える。きちん

と政治をすること。不満が高まらないように工夫

生 して政治を行うと良いと思う。最初から信頼関係

徒 をつくり、平等に恩賞を与えていれば、倒幕される

Ｂ ことも反発されることもなかったのでは・・・？？

御家人が周りのことを考えて豊かになるようにも

っと努力をすれば良かったかも知れない！？

【武士を選択】 いろいろな対策をやってみたものの、最終的

○武士の方が、自由時間が多い。 は庶民はなにも得をしていない。得をしているの

生 ○貴族は、ごはんはごうかだが は御家人。なぜ恩賞をなかなかあげなかったの

徒 きそくが多い。 か、普通にあげる物があるのならあげればいい

Ｃ ○きそくにしばられるより、力仕 思う。最終的には御家人たちが得をしている。

事の方がいい。 みんなを平等にして、御家人や庶民にうらまれな

いようにすればよかったと思う。

箇
条
書
き
の
よ
う
な
書
き
方
が
見
ら
れ
る
。

最
初
に
結
論
を
書
き
、
そ
の
後
そ
の
論
拠
と

な
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説
明
を
比
較
・
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連
・
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表
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い
る
。

生
徒
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は
最
初
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業

で
は
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つ
い
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懸
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え
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い
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が
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な
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が
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連
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て
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箇
条
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き
で
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い
て
い
る
。

自
分
の
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を
比
較
・

関
連
・
評
価
・
結
合
さ
せ

て
表
現
す
る
こ
と
が
で
き

て
い
る
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表６の生徒Ｂのまとめを見ると、事前のアンケ

ートの中で、自分の考えを表現することは得意で

はないという感想を書いていた。そのため、最初

の授業では自分の考えをどう表現してよいか迷っ

ていた様子が見られ、授業時間内で書き表すこと

ができなかった。しかし、回数を重ねるごとに記

述量が増えてきて、最後の授業では箇条書きのよ

うな部分はあるが、「考えつよシート」に比較・

関連・評価・結合した自分の考えをまとめて表す

ことができていた。

また、表６の生徒Ｃのまとめを見ると、最初は

資料から読み取れる内容を箇条書きで表していた

が、繰り返し行うことで最後にはしっかりと自分

の考えを比較・関連・評価・結合させて表現する

ことができていた。繰り返し行っているうちに、

自分の考えを書き表す方法がつかめたようで、集
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中して自分の考えを「考えつよシート」にまとめ

る作業に取り組んでいる姿が見られた。

以上のことから、「考えつよシート」を活用す

ることによって実態の異なる生徒も、それぞれ考

え方を身に付けられ、自分の考えを表現すること

ができるようになった。このことから、「考えつ

よシート」を活用することは、思考力を高めるこ

とに有効であると考える。

２ 「考えつよシート」の段階的な活用により、歴史

的事象を多面的・多角的にとらえられるようになっ

たか

(1) 全体の結果から

生徒が考えた評価・判断に必要な項目数が全体

ではどのように変化したかを「考えつよシート」

④と⑦において生徒が考えた項目数を比較し、そ

の項目数の変化を表したのが下の表７である。

表７ 生徒が考えた評価・判断に必要な項目の量的変化（個）

考えつよシート④ 考えつよシート⑦

０．３７ １．１９

この学習に慣れてきたところで、「考えつよシ

ート④」から、生徒が自分で考えた項目を書き込

む欄を作り、記入できるようにした。生徒は最初

から与えられた項目の内容に沿って記入していく

ことはできていたが、自分で考えた項目を作るこ

とができない者が多かった。しかし、回数を重ね

るごとに少しずつ自分で考えた項目を記入できる

生徒が増えてきた。最終的には自分で考えた項目

数が増え、表７のように、その項目数は最初に比

べ、約３倍に増えた。また、この項目の質的変化

について表したものが表８である。

表８ 評価・判断に必要な項目の質的変化

評価 考えつよシート④ 考えつよシート⑦

Ａ １８％ ４８％△

Ｂ ２３％ ３１％△

Ｃ ５９％ ２１％▼

△増加が見られた場合 ▼減少が見られた場合

項目の評価基準を「Ａ」、「Ｂ」、「Ｃ」の３段

階に設定し（表９）、その評価に沿って「考えつ

よシート」④と⑦を比べ、生徒が評価・判断した

項目が質的にどう変化したか表したものである。

表９ 項目の質的変化における評価基準

評価 生徒の書いた項目及び規準

「政治面」「経済面」など→（その後に続く

Ａ 内容に多面的・多角的な記述が見られる

場合）

「悪党」、「徳政令」など→（その後に続く

Ｂ 内容に事実のみの記述しか見られない場

合）

Ｃ 記述無し

これを見ると、評価「Ｃ」のほとんど書けなか

った生徒の割合が59％から21％に半分以上減り、

「Ｂ」の評価の生徒はわずかながら増えている。

さらに「Ａ」の割合が18％から48％と2.5倍以上

増えた。これらは、授業のまとめの部分で見本と

なる生徒の「考えつよシート」を実物投影機で示

したことで、他の生徒に多面的・多角的な見方の

イメージをつかませやすくしたことや、「考えつ

よシート」を段階的に活用してきたことで、歴史

的事象に対して幅広く見ようとする意識が少しず

つ強まっていったことが考えられる。

これらのことから、「考えつよシート」を段階

的に活用し、考えるための評価・判断項目を自分

で考えさせるようにしていくと、大半の生徒が歴

史的事象を多面的・多角的にとらえられるように

なると考えることができる。

(2) 抽出生徒の記述内容から

「考えつよシート」④と⑦において生徒が評価

・判断する項目がどのように変化したかを示した

のが、次頁の図３～図５である。〔「考えつよシ

ート④」の課題「鎌倉時代に生きるとしたら武士

と農民のどちらがいいですか」と、「考えつよシ

ート⑦」の課題「鎌倉幕府が滅ぼされないために、

あなたなら幕府にどんなアドバイスをしますか」

に対して生徒が考えた項目の記述内容の比較〕

次頁図３－１，２の生徒Ａの内容を比較してみ

ると、「考えつよシート④」では、「１日」とい

う項目を定め、「武士」「農民」という複数の角

度からとらえることはできている。「考えつよシ

ート⑦」では、「幕府のふるまい」という項目→

「犬合わせの日（犬同士を戦わせる）」→「不吉、

なげかわしいと思われる」など事実に加えて、自

分の考えまでも記入している面や、「幕府の政治」

という項目→「報酬がなくなる」→「御恩と奉公

の関係がくずれ、民衆の反感を買う」という部分

では、事実に加えその後どのような状況になった
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かを説明することができている。このように、生

徒Ａの評価・判断する力が向上している様子が読

み取れる。また、「考えつよシート⑦」で、「政

治面」及び「経済面」からとらえていることと、

「幕府」から見た視点と「民衆」から見た視点を

それぞれ記入していることなどから、歴史的事象

に対して多面的・多角的にとらえる力が伸びてい

ることを読み取ることができる。

図３－１ 生徒Ａの④の項目

図３－２ 生徒Ａの⑦の項目

図４－１，２において生徒Ｂは、「考えつよシ

ート④」では新しい項目を考え出し、記入するこ

とができなかった。しかし、「考えつよシート⑦」

では、「政治」、「人物」といった項目を自分で考

え出し、その中で政治面、経済面といった多面的

に、また「幕府」、「御家人」、「北条氏」、「後醍

醐天皇」といった多角的な視点でとらえることが

できている。また、これらの鎌倉末期のできごと

によって、「徳政令を出したが効果はなかった」

「その後倒幕に成功！！」など歴史的事象による

結果までを評価・判断してとらえられている様子

を読み取ることができる。

図４－１ 生徒Ｂの④の項目

図４－２ 生徒Ｂの⑦の項目

図５－１，２において生徒Ｃは、「考えつよシ

ート④」では、「日常」と自分で考えた項目を設

定し「武士」「農民」という複数の角度からとら

えることはできている。「考えつよシート⑦」で

は「永仁の徳政令」「恩賞」という項目を定め、

「永仁の徳政令」では経済面からとらえ、その内

容、結果について記入している。「恩賞」では「竹

崎季長」の立場と、恩賞をもらえなかった「御家

人」の立場の二つの角度からとらえ、季長から見

れば「ラッキー」であるが、恩賞をもらえなかっ

た御家人の立場からすると「不公平」であると記

入しており、多角的に評価・判断することができ

るようになっていた。これらの内容から、多角的

・多面的にとらえる力が伸びていることを読み取

ることができる。

図５－１ 生徒Ｃの④の項目 図５－２ 生徒Ｃの⑦の項目
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全体の結果と抽出生徒の記述内容から、「考え

つよシート」の段階的な活用において、生徒が考

えるための評価・判断項目を増やしていくこと

で、実態の異なる生徒でも自分で考えた項目を増

やして記入することができるようになり、歴史的

事象を多面的・多角的にとらえる力を伸ばすこと

もできるようになることが明らかになった。

以上のことから、「考えつよシート」を活用す

ることは思考力を高めることに有効であると考え

る。

Ⅶ 研究のまとめ

本研究では、「考えつよシート」を活用するこ

とで、歴史的事象に対する思考力を高め、短い学

習期間でも効果を上げられることが検証された。

次に、実践の前と後を比較することで明確にな

った成果と課題についてまとめる。

１ 成果

(1) 「考えつよシート」において歴史的事象に対し

て比較・関連・判断・統合したことを表現させる

ことにより、考え方が身に付いた

課題を与え、既習知識と資料から読み取れるこ

とを活用して、考える道筋を示した「考えつよシ

ート」により比較・関連、判断・統合したことを

表現する活動を繰り返し行ったことで、実態の異

なる生徒でも考え方が身に付き、それぞれの生徒

の思考力を高めることができた。特に、自分の考

えを記述することが苦手な生徒に対しては大きな

効果があることが分かった。

(2) 「考えつよシート」の段階的な活用により、歴

史的事象を多面的・多角的にとらえられるよう

になった

課題を考えるために評価・判断させる項目を段

階的に増やして、その項目を生徒が自分で考える

ことで、実態の異なる生徒でも、大半の者が多面

的・多角的にとらえられるようになり、思考力を

高めることができるということが分かった。

２ 課題

○ 評価・判断させる項目を考えさせる際には、

生徒に抽象化の力が必要となる。そのため、中

学１年生には容易ではなく、作業が進まない様

子も見られた。検証授業の時間も限られていた

ことから、一つの段階に十分時間をかけられな

かったことも原因と思われる。そこで、２時間

で１回や単元で１回など「考えつよシート」を

活用する回数を減らして、時間に余裕をもたせ

てもよいのではないかと感じられた。一年間継

続的に生徒の実態に合わせて、習熟度を確かめ

ながら授業を続ければ、評価・判断させる項目

はもっと書けるようになり、思考力は高まって

いくものと考えられる。今後はこの点の検証を

さらに進めていきたい。

○ 「考えつよシート」を活用した授業を進める

際に、一年間のどの部分で「考えつよシート」

を活用するのかを示した年間指導計画があれ

ば、より汎用性を高めることができる。また、

生徒の記入した「考えつよシート」を評価する

際に、評価規準・基準を併せて作成しておくこ

とで、文章記述の評価に対する教師の負担が軽

くなり、より多くの方に活用してもらえると考

える。そのため、今後は年間指導計画および評

価規準・基準の作成も進めていきたい。

○ 本研究は、歴史的分野での実践だったが、こ

の「考えつよシート」は、地理的分野や公民的

分野、もしくは他教科においても十分活用でき

るものと考える。そのため、それぞれの社会科

分野での実践、または他教科の教員の協力も含

めて「考えつよシート」の有効性を確認するた

めの検証を進めていきたい。
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